
　今後は各事業所でもリモートの環境づくりが必要となり
ます。当社では、３月１日、田島高等学校卒業式の生配信
に協力します。今後、ＺＯＯＭやyou tube等での発信を
体験してみたい方、ご連絡ください。

　田島上中町地内まちなか楽座や和泉屋旅館では雛
飾りやつるし雛が飾られています。
　役場前の「不動産コンサルティングみのや」さん
の縁側では花嫁衣裳と共に雛人形が飾られていま
す。和泉屋旅館さんは階段を利用して飾っていまし
た。和泉屋の小寺君惠さんのお姉さんが作ったと言
う紙の人形も飾られていました「こんなのも有った
なーと、その辺においていた小さい人形と一緒に飾
りました」と楽しく話してくれました。

雛人形展示中～

紙のひな人形

干支や花を模したつるし雛も役場前　華やかな着物も

オンライン、生配信での発信に備える

南郷スキー場でパブリックビューイング
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　2月11日、北京2022オリンピック、スノーボード男子ハーフパイプ決勝が行われ、平野歩夢選手が金メダルを獲得しました。南郷ス
キー場では平野選手が小学生の頃練習拠点としていたことから、平野選手をはじめ、日本選手を応援しようとパブリックビューイング
を計画しました。会場には周辺の地域や関東方面などから、およそ50人のスノーボーダーやスキーヤーが訪れ、モニターを見ながら
声援を送りました。競技が始まると、ジャンプの度に声援が！日本選手を含め数人の選手が着地を失敗してしまう姿に目頭を押さえる
人もいました。平野歩夢選手の2回目の点数が「思ったより低い」と思った人からは「えー！」という声も。しかし「3回目はとんでくれる」
と見守る人もたくさんいました。平野歩夢選手の滑りに頃はモニターの前は、1回目より多くの人が集まりました。3回目は見事！金メダ
ルを獲得。大きな拍手が続きました。
　この試合を見守ったのはお客さまの他、地元住民。自称地元の老人クラブの男性らもいました。山形からの男性は夏はバイクで南
郷を訪れていました。「今日は来てよかった」と南郷のスキーヤー斎藤さんと喜び合いいました。そして、平野選手が小学生の頃、ハー
フパイプを南郷に整備を行っていた酒井喜憲さん。平野選手を「あゆむ」と呼び家に泊めるなどしながら応援してきていました。酒井
さんはこれまでを振り返り「おつかれさん」とカメラに向かって答えてくれました。
　南郷スキー場では、南郷の空からからずっと平野選手を応援してきました。レストランではハーフパイプカレーを毎日提供していま
す。南会津町内のスキー場では昨年より入込が増えるのでは？と期待を寄せています。
　このパブリックビューイングには県内テレビ局4社が訪れ観戦の様子を福島県から世界へ伝えました。

　２月20日、南会津法人会では、オンラインによる後援会を
行いました。リモートでの講演会は初めての試みでした。
講演会は、ZOOMで行われ、御蔵入交流館と各事業所や自
宅での参加者合わせておよそ３０人が参加しました。
　東京から参加した講師は、元NHKアナウンサーの宮田修
氏。「こころを楽にする生き方」と題し、自分の体験をもとに日
本人の心を中心に今後の生き方について講演しました。
　会場に訪れたのは１６人。自宅で一人で聴く事が出来ない
会員さんや集まって聴きたい会員さんらが集まりました。
モニターに映し出された映像で公演を聞きました。
　コロナ禍の時代、今後もリモートでの会議や、公演会、講習
会などが増えて行きます。今回のオンライン講演会には、たじ
まＣＡＴＶでも受信等で協力しました。

ハーフパイプカレー

地元はもちろん、東京、栃木、山形からも

はじめてのオンライン講習会

階段に飾られた雛飾り

２台のテレビモニター

自称老人クラブ
のスキーヤーの皆さん


